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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年５月１日 至 平成26年７月31日）におけるわが国経済は、消費税率引

き上げに伴う駆け込み需要の反動による景気の減速が見られたものの、その影響は限定的で、全体としては緩やか

な回復基調で推移しました。

このような状況の下、当社グループは、直接取引を行う大手家電量販店の店舗数の拡大や、効率を意識した広告

宣伝活動など、中長期戦略を見据えた足元の体質強化に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は3,287百万円（前年同四半期比18.1％減）、経常利益は2百

万円（前年同四半期は539百万円の損失）、四半期純利益は0百万円（前年同四半期は339百万円の損失）となりまし

た。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 通販部門

通販部門では、テレビによる通信販売業者を経由した個人顧客への販売、カタログ通販会社向けの販売、インタ

ーネット専売業者向けの販売を行っております。

ショッピング専門チャンネル向けではやや苦戦しましたが、地上波通販会社向けやカタログ通販会社向けが好調

で、売上高は1,625百万円（前年同四半期比16.3％増）、セグメント利益は534百万円（前年同四半期比19.0％増）と

なりました。

② 店販部門

店販部門では、家電量販店、大手百貨店、バラエティショップ等への販売を行っております。

大手家電量販店向け卸売事業における販売形態の直接取引化が一段落し、店舗数が拡大されてきたことから、売

上高は700百万円（前年同四半期比36.0％増）、セグメント利益は138百万円（前年同四半期比310.8％増）となりま

した。

③ 直販部門

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等を用いた個人顧客への販売を行っております。

前連結会計年度に引き続き、インフォマーシャルや各種媒体広告について、売上に対する効率を重視して行った

結果、売上高は886百万円（前年同四半期比57.4％減）となったものの、セグメント利益は24百万円（前年同四半期

は91百万円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ425百万円減少し、9,895百万円となりま

した。現金及び預金の増加158百万円、受取手形及び売掛金の減少325百万円、商品及び製品の減少272百万円が主な

要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ322百万円減少し、3,367百万円となりました。支払手形及び買掛金の減少172百

万円、未払金の増加168百万円、未払法人税等の減少178百万円、長期借入金の減少96百万円が主な要因であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ103百万円減少し、6,528百万円となりました。四半期純利益の計上0百万円及

び剰余金の配当105百万円による利益剰余金の減少104百万円が主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期以降につきましては、利益を重視した販売施策を継続するとともに、ヤーマンブランドの浸透にも力

を入れてまいります。

なお、平成26年４月期決算発表時（平成26年６月13日）に公表した業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年５月１日 至 平成26年７月31日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,454,078 3,612,922

受取手形及び売掛金 1,792,590 1,467,385

有価証券 50,129 50,136

商品及び製品 3,224,434 2,952,295

仕掛品 33,688 51,058

原材料及び貯蔵品 239,140 239,898

その他 586,431 574,420

貸倒引当金 △3,217 △3,061

流動資産合計 9,377,276 8,945,056

固定資産

有形固定資産 531,927 541,896

無形固定資産 262,862 261,097

投資その他の資産 149,156 147,552

固定資産合計 943,946 950,547

資産合計 10,321,222 9,895,603

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,170,524 997,883

1年内返済予定の長期借入金 423,365 388,511

未払金 578,967 747,740

未払法人税等 184,569 5,937

賞与引当金 30,500 11,975

返品調整引当金 126,129 98,170

その他 123,720 160,600

流動負債合計 2,637,776 2,410,818

固定負債

長期借入金 1,034,882 938,539

その他 17,313 18,065

固定負債合計 1,052,195 956,605

負債合計 3,689,972 3,367,423

純資産の部

株主資本

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 3,501,236 3,396,952

自己株式 △140 △140

株主資本合計 6,628,687 6,524,403

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,563 3,776

その他の包括利益累計額合計 2,563 3,776

純資産合計 6,631,250 6,528,179

負債純資産合計 10,321,222 9,895,603
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年７月31日)

売上高 4,014,651 3,287,444

売上原価 1,542,871 1,565,697

売上総利益 2,471,779 1,721,746

返品調整引当金戻入額 183,054 126,129

返品調整引当金繰入額 151,122 98,170

差引売上総利益 2,503,711 1,749,705

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 1,826,542 719,864

給料及び手当 159,706 155,451

賞与引当金繰入額 13,750 11,975

減価償却費 26,579 24,332

研究開発費 21,947 25,766

その他 1,018,827 801,831

販売費及び一般管理費合計 3,067,352 1,739,221

営業利益又は営業損失（△） △563,640 10,483

営業外収益

受取利息 144 97

受取配当金 114 120

為替差益 24,106 －

貸倒引当金戻入額 3,987 156

その他 2,779 3,498

営業外収益合計 31,132 3,872

営業外費用

支払利息 5,757 5,628

支払保証料 164 －

為替差損 － 4,542

その他 1,358 2,149

営業外費用合計 7,281 12,320

経常利益又は経常損失（△） △539,788 2,036

特別損失

固定資産除却損 1,185 －

特別損失合計 1,185 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△540,974 2,036

法人税等 △201,879 1,294

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△339,094 741

四半期純利益又は四半期純損失（△） △339,094 741
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△339,094 741

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △670 1,212

繰延ヘッジ損益 △20,437 －

その他の包括利益合計 △21,108 1,212

四半期包括利益 △360,202 1,954

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △360,202 1,954

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成25年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への売上高 1,397,678 514,738 2,083,975 3,996,391 18,259 4,014,651 － 4,014,651

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 87,119 87,119 △87,119 －

計 1,397,678 514,738 2,083,975 3,996,391 105,378 4,101,770 △87,119 4,014,651

セグメント利益又は損
失（△）

448,790 33,640 △91,110 391,319 △13,317 378,002 △941,643 △563,640

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△941,643千円には、セグメント間取引消去9,300千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△950,943千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年５月１日 至 平成26年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への売上高 1,625,436 700,261 886,875 3,212,572 74,871 3,287,444 － 3,287,444

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 75,491 75,491 △75,491 －

計 1,625,436 700,261 886,875 3,212,572 150,363 3,362,936 △75,491 3,287,444

セグメント利益 534,032 138,197 24,463 696,693 29,890 726,584 △716,100 10,483

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△716,100千円には、セグメント間取引消去9,300千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△725,400千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費

及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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